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支援行為を変容させ、支援者自身の成長につながる（第 2 章、3 章、7 章）こ
とが指摘されている。そして（4）では、NPO／NGO が担ってきた子ども支
援を、日常の制度として地域に根ざすものにしていく時期であるとして、支
援者が支援行為を通じて得た経験値を言語化し、実践知としてひろく共有し
ていくこと（第 7 章）を提唱している。ただ惜しむらくは、筆者も終章で指
摘しているように、子ども達の聞き取りが最小限にとどまっていることから、
子どもの PTG の実態は支援者側の推測に頼らざるを得ない点である。ただ筆
者自身がかつて経験したように、子どもの育ちを支えるおとなのありようが 
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PTG を促す要因となることは、もっと復興プロセスの中で共有されるべき視
点であろう。 
避難生活が長期にわたっている東日本大震災の被災地で、母親や子どもた 
ち、教師、支援者が抱える心身両面の負担が続いている。震災後に生まれた
子どもたちが小学校に入学する頃には、環境要因としての震災後の家庭状況、
経済状況の変化がますます見えにくくなっていく。次の災害に備え社会の脆
弱性を解消していくために、本書の成果を日常のくらしの中に活かし、子ど
もや女性が公平に意思決定に参加できる社会を築いていきたい。 
